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令
和
４
年

第
３
回
定
例

議
会
は
、
９

月
６
日
に
招

集
さ
れ
、
13

日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期

令和４年長南町議会第３回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

認　定
第１号

令和３年度長南町一般会計歳
入歳出決算認定について

歳入総額　60億5,194万6,774円
歳出総額　57億   906万5,558円

認　定
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　旧小学校の建物修理費用は借受会社が負担すべき（和田）
　小・中学校の学校給食費の無償化がされたことは評価しますが、旧小学校の建
物修理費用は町負担となることもあり、建物の修理にかかる費用は全て借受会社
が負担すべきだったと考えます。これらのことから、本決算の認定に反対します。
賛成討論　住民生活に寄り添った町独自の取組みが行われた（林）
　コロナ関連では、ワクチン接種事業や子育て世帯、住民税非課税世帯等に対す
る臨時特別給付金事業を実施したほか、地方創生臨時交付金を活用して、地域応
援券発行事業を実施し、住民生活に寄り添った町独自の取組みが行われました。
今後も住民サービスの充実と町の活性化が図られることを切望し、本決算の認定
に賛成します。

認　定
第２号

令和３年度長南町国民健康保
険特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入総額　11億5,308万4,853円
歳出総額　10億9,210万2,569円

認　定
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　公費負担や軽減策の拡充を求めます（和田）
　努力をしながら保険料の負担を抑えていることは評価できますが、保険税の負
担軽減は不十分です。国・県の支援はもとより、町独自の公費負担や軽減策の拡
充を求め、反対します。
賛成討論　事業を行うための必要経費なので賛成（河野）
　本事業の都道府県化に伴い、県が財政運営の責任主体となっており、事業費納
付金の決定や給付に必要な費用を町に支払うことにより管理しています。本決算
は、町が県と共に事業を行うための必要経費ですので、認定に賛成します。

認　定
第３号

令和３年度長南町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算認
定について

歳入総額　1億2,945万8,081円
歳出総額　1億2,906万5,843円

認　定
賛 (10)
否 (1) 和田

反対討論　国庫負担を元に戻すように（和田）
　減らされ続けた高齢者医療の国庫負担を復元し、国が責任を果たす社会保障と
しての医療制度に転換することを求め、反対します。
賛成討論　適正なものと判断し賛成（御園生）
　本事業は千葉県後期高齢者医療広域連合が主体となって事業運営を行っており、
保険料額の決定や医療機関への給付費の支払い等、重要な部分は県下一体となっ
て行っています。創設時から保険料の軽減措置が講じられ、低所得者に対する軽
減は継続されています。これらのことから本決算内容について、適正なものと判
断し賛成します。

≪次ページへ≫

定
例
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会

第３回
定例議会

※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員12名（議員定数13名）
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き
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し
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令和４年長南町議会第３回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

認　定
第４号

令和３年度長南町介護保険特
別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入総額　11億2,268万 1,620円
歳出総額　10億5,663万 9,512円

認　定
賛（10)
否（1）和田

反対討論　月２００円の負担増に反対（和田）
　月２００円の値上げは低く抑え込まれているとはいえ、負担増には変わりあり
ません。重い保険料、利用料の負担、深刻な介護施設の不足など、保険あって介
護なしの事態を解決することを要望し、反対します。
賛成討論　円滑かつ安定した運営であることから賛成（加藤）
　第８期介護保険事業計画の範囲内であり、低所得者への軽減措置も講じられ、
準備基金取り崩しも計画の範囲内である。円滑かつ安定した運営であることから
本決算の認定に賛成します。

認　定
第５号

令和３年度長南町笠森霊園事
業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入総額　8,429万4,470円
歳出総額　7,335万8,804円

認　定
賛 (11)
否 (0)

認　定
第６号

令和３年度長南町農業集落排
水事業特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入総額　2億1,950万2,211円
歳出総額　2億1,738万1,255円

認　定
賛 (11)
否 (0)

認　定
第７号

令和３年度長南町ガス事業会
計利益の処分及び決算認定に
ついて

事業収益　6億1,328万7,272円
事業費用　6億1,283万3,742円

認　定
賛 (11)
否 (0)

議　案
第１号

職員の育児休業等に関する条
例の一部を改正する条例の制
定について

国家公務員の措置に準じて、職員の育児休業の取
得要件を緩和するため、条例の一部を改正するも
の

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第２号 工事請負契約の締結について

有線共聴施設光化改修工事に伴う請負契約の締結
をするため、議決を求めるもの
【相 手 方】株式会社 関電工　千葉支店
【契約金額】2億867万円

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第３号 財産の取得について

新庁舎で使用する机、椅子、書庫などの備品購入
をするため、議決を求めるもの
【相 手 方】株式会社 千葉測器
【取得価格】7,150万円

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第４号

千葉県市町村総合事務組合を
組織する地方公共団体の数の
増加及び千葉県市町村総合事
務組合規約の一部改正に関す
る協議について

千葉県市町村総合事務組合の組織団体以外の４市
複合事務組合を共同処理する団体に追加するため、
関係地方公共団体と協議しようとするもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第５号

令和４年度長南町一般会計補
正予算（第２号）について

歳入歳出に3,001万 7千円を追加、
予算総額57億2,716万 7千円に
（新庁舎建設事業、道路維持事業）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第６号

令和４年度長南町国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）
について

歳入歳出に100万円を追加、
予算総額11億2,300万円に
（国民健康保険税の還付金）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第７号

令和４年度長南町介護保険特
別会計補正予算（第１号）に
ついて

歳入歳出に2,004万 3千円を追加、
予算総額11億6,204万 3千円に
（支払基金交付金の返還金、システム改修委託料）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

≪次ページへ≫※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員12名（議員定数13名）
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令和４年長南町議会第３回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※）

議　案
第８号

令和４年度長南町農業集落排
水事業特別会計補正予算（第
１号）について

歳入歳出に112万円を追加、
予算総額2億3,942万円に（工事請負費）

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第９号

損害賠償額の決定及び和解す
ることについて

町道芝原豊原線を走行中、舗装の剥離によってで
きた穴にはまり、相手方の原動機付自転車後方の
ホイールが破損した事故に対し、損害賠償額を決
定し、和解することについて議決を求めるもの

原案可決
賛 (11)
否 (0)

議　案
第10号

教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

星野悟（ほしのさとる）氏の任期満了に伴い、引
き続き同氏を教育委員会委員に同意した

同　意
賛 (11)
否 (0)

発　議
第１号

長南町議会議員の定数を定め
る条例の一部を改正する条例
の制定について
（発議提出者：森川）

今後の人口減少に対応し、財政負担の軽減及び町
民からの議員定数削減の声が多く上がっているこ
とから、議員定数を2人減らし、11人とするため、
条例の一部を改正するもの（令和５年４月施行）

原案否決
賛（5)
否（6）宮﨑､ 林
　　 　河野､ 岩瀬
　　 　和田、松崎

反対討論　幅広い意見を汲み上げるのにマイナスとなる（和田）
　定数削減は幅広い意見を汲み上げるのにマイナスとなる可能性が高くなり、執
行部のチェック機関としての議会の役割からも弊害が大きいと考えます。

賛成討論　減らすことは適正（板倉）
　何年か後まで人口減少があるので２人減らすことは適正だと考えます。
賛成討論　さらに１名減でも問題ない（御園生）
　現在は１名減の状態であるため、さらに１名減でも問題ないと考えます。

発　議
第２号

長南町議会議員の定数を定め
る条例の一部を改正する条例
の制定について
（発議提出者：河野）

少数精鋭でも民意の反映が可能であり、議会力を
高めていくことができることから、議員定数を3
人減らし、10人とするため、条例の一部を改正
するもの（令和５年４月施行） 原案可決

賛（6)
否（5）宮﨑､ 林
　　 　板倉､ 和田
　　 　松崎

反対討論　町民の声を取り上げていく議員が少なくなる（和田）
　大幅な定数削減は、町民一人ひとりの声を取り上げていく議員の数は少なくな
り、執行部のチェック機関としての役割でもあることから反対します。
賛成討論　多世代の意見が反映できるように（岩瀬）
　少子化・人口減少が進むなかで、これからの町を担っていく若い人たちが議員
になれるような環境を作るため、議員定数を削減することにより経費を削減し、
多世代の意見が反映できるようにするべきです。

定
例
議
会
・
議
会
全
員
協
議
会

※議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。現在の在職議員12名（議員定数13名）
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９
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日

議会からの質疑・意見
▷�デマンドタクシーの台数は現行２台であり、運転手の高
齢化で懸念もあると思うが、増やした場合に問題はない
のか。
▷�デマンドタクシーの登録者が増えているが、町の財政負
担が伸びるのが考えられるので、個人の利用回数制限を
する必要があるのではないか。
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の２日目及び３日目に一般質問が行われ、７人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人

につき１時間です。

７人の議員が一般質問を行う

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

丸島 なか　議員
　□ コロナ感染者が避難する場合の対応は
　□ インクルーシブ遊具について
　□ サニタリーボックス設置について
　□ マイナンバーカード普及について

林　義博　議員
　□ トップセールスについての考えは
　□ 区画線の維持管理についての考えは

宮﨑 裕一　議員
　□ 国道・県道の除草について
　□ 電線に架かる樹木の伐採について
　□ 農地バンクシステムのアクセス状況について
　□ 肥料価格高騰対策について　　　□ 部活動指導員制度の活用は

加藤 喜男　議員
　□ 町や教育委員会の後援や共催は
　□ 町に米粉の製粉機を
　★ 新型コロナウイルス感染症の状況について
　★ 生活保護の状況について　　　　　　★ 巡回バスについて
　★ 国民健康保険の状況について　　　　★ 地域応援券について
　★ 稲作農家への補助金について

和田 和夫　議員
　□ 子どもと遊べる公園の整備を
　□ 新型コロナワクチンの接種について
　□ 生活困窮者に電気代の支援を
　□ 国保の傷病見舞金制度について
　□ 農家の肥料に対する援助について

森川 剛典　議員
　□ 高齢化社会の充実に向けた施策について
　□ 森林の環境保全について

岩瀬 康陽　議員
　□ シビックプライドの育成に取り組むべき
　□ シビックプライドの育成方法は
　□ 職員のシビックプライド向上に取り組むべき
　□ オンラインによる住民参画を採用すべき

P10

P11

P12

P8

P9

P7

P6

一
般
質
問
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加藤喜男

コロナ感染者が
避難する場合の対応は

動線を分けて受入体制の訓練をしている

コ
ロ
ナ
感
染
者

で
自
宅
療
養
中
の

方
や
、
濃
厚
接
触
者
の
方

が
避
難
す
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場
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の
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応

に
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い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
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生
し

た
時
の
通
信
イ
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て
、
災
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用
公
衆
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外
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す
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、
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か
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す
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イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊（
※
１
）具は

、
障
が

い
を
持
っ
た
子
ど
も
で
も

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
健
常
児
や
障
が
い
児

が
一
緒
に
な
っ
て
遊
べ
る

遊
具
は
必
要
で
す
。
遊
具

が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
多
く

の
子
供
や
保
護
者
を
引
き

寄
せ
て
、
障
が
い
者
に
優

し
い
町
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
も
の
と
考
え
ま

す
。設

置
す
る
考
え
を
伺
い

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
は
、
一
人
一
人

に
つ
け
ら
れ
る
12
桁
の
番

号
の
こ
と
で
、
個
人
の
情

報
を
確
認
す
る
社
会
基
盤

で
す
。

全
国
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
は

61
％
で
、
若
い
年
代
ほ
ど

取
得
率
が
高
い
と
の
こ
と

前
立
腺
が
ん
・

膀
胱
が
ん
は
、
術

後
に
頻
尿
や
尿
漏
れ
が
起

き
や
す
く
、
尿
漏
れ
パ
ッ

ド
が
欠
か
せ
な
い
そ
う
で

す
。
着
用
す
れ
ば
外
出
で

き
る
も
の
の
、
取
り
替
え

て
も
捨
て
る
場
所
が
な
い

の
で
、
使
用
済
み
の
物
は

自
宅
ま
で
持
っ
て
帰
る
と

い
う
の
が
実
情
と
の
こ
と

問

問

問

問

コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
防

災
訓
練
で
は
、
避
難
所
開

設
・
運
営
訓
練
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
動
線
を

分
け
て
避
難
所
運
営
の
受

入
れ
体
制
の
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

町
内
に
限
ら
ず
町
外
等

か
ら
様
々
な
方
が
来
庁
す

る
、
庁
舎
１
階
ト
イ
レ
や

身
体
障
が
い
者
用
ト
イ

レ
、
中
央
公
民
館
や
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
ま
し
た
。

滑
り
台
と
、
雲
て
い
の

複
合
遊
具
１
台
と
３
連
型

ブ
ラ
ン
コ
１
台
を
設
置
し

ま
す
。
３
連
型
ブ
ラ
ン
コ

は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
対
応

型
で
、
３
つ
の
ブ
ラ
ン
コ

の
う
ち
１
つ
に
バ
ケ
ッ
ト

型
シ
ー
ト
を
設
置
し
、
障

が
い
を
持
つ
児
童
で
も
遊

べ
る
仕
様
と
な
っ
て
い
ま

す
。

8
月
28
日
現
在
の
交
付

件
数
は
２
８
５
３
件
、
9

月
1
日
現
在
の
人
口

７
４
８
９
人
な
の
で
、
交

付
率
は
38
％
で
す
。

高
齢
者
支
援
は
、
マ
イ

ナ
・
ア
シ
ス
ト
を
活
用
し

て
、
地
域
の
集
会
場
な
ど

に
出
張
申
請
受
付
を
行
う

考
え
で
す
。
ま
た
、
長
南

集
学
校
等
の
民
間
企
業
の

協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。

議員丸島なか

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
に
つ
い
て

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

設
置
に
つ
い
て

野
見
金
公
園
に

設
置
し
ま
す

民
間
企
業
の
協
力
も

得
な
が
ら

設
置
し
ま
し
た

防
災
行
政
無
線
親
卓
等

整
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
整
備
後
は
災
害

情
報
を
防
災
無
線
や
防
災

メ
ー
ル
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
に
一
斉
に
即
時
配
信

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。災

害
時
用
公
衆
電
話
の

設
置
は
、
必
要
性
を
検
討

し
ま
す
。

で
す
。

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

で
す
が
、
町
全
体
の
普
及

率
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
抵
抗

の
あ
る
高
齢
者
の
方
や
ス

マ
ホ
の
な
い
方
に
対
し
て

の
支
援
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

用
語
解
説

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊（
※
１
）具

体
に
障
が
い
が
あ
る
子

も
な
い
子
も
一
緒
に
な
っ

て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
安

全
に
配
慮
さ
れ
た
遊
具
の

こ
と
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町
　
長

町
　
長

建
設
環
境
課
長

建
設
環
境
課
長

区
（
※
１
）

画
線
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
の
考
え
は

用
語
解
説

区
画（
※
１
）線

道
路
に
白
線
で
引
か
れ

た
路
面
標
示
の
こ
と
で
、

「
車
道
中
央
線
」、「
車
道

外
側
線
」
な
ど
が
あ
る

外
側
線（
リ

（
※
２
）

ー
ド
ラ
イ
ン
）

「
車
道
外
側
線
」
と
も

い
い
、
路
側
帯
（
歩
道
が

な
い
道
路
で
歩
行
者
や
自

転
車
が
通
行
す
る
ス
ペ
ー

ス
）
や
路
肩
と
、
車
道
を

区
画
す
る
主
に
白
線
の
こ

と

加藤喜男

トップセールスについての
考えは

当然の職務、そういう意識の中で行ってきた

町
長
に
お
い
て

は
、
幼
稚
園
と
４

つ
の
小
学
校
の
利
活
用
に

当
た
り
、
企
業
誘
致
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
全
国
の
多
く
の
自
治

体
か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
る

ほ
ど
の
盛
況
を
呈
し
て
お

り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
廃

校
問
題
で
、
同
じ
悩
み
を

抱
え
る
自
治
体
か
ら
の
視

察
が
多
数
に
及
ぶ
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
た
ま

も
の
と
高
く
評
価
い
た
し

ま
す
。

副
町
長
も
就
任
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
留
守
を
お
任

せ
し
て
次
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
へ
と
駒
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

外
側
線
（
リ
ー

ド
ラ
イ（

※
２
）ン）
に
つ

い
て
は
、
車
両
等
を
誘
導

す
る
目
的
を
持
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
消
え
か
か
っ

て
い
た
り
、
見
え
づ
ら
く

な
っ
て
い
た
り
す
る
と
、

路
肩
位
置
の
確
認
が
不
鮮

明
に
な
り
、
特
に
夜
間
に

お
い
て
は
運
転
の
支
障
を

来
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
路
肩
の
雑
草

の
繁
茂
に
よ
り
ラ
イ
ン
が

隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
箇

所
に
つ
い
て
も
同
様
で

す
。区

画
線
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

問

問

企
業
誘
致
を
は
じ
め
各

事
務
事
業
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
に
、
国
や
県
、

関
係
機
関
に
陳
情
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら

の
当
然
の
職
務
、
そ
う
い

う
意
識
の
中
で
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

議員林　義博
が
、
国
や
県
と
の
パ
イ
プ

を
太
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

当
面
は
、
空
港
代
替
地

跡
地
の
活
用
、
西
部
工
業

団
地
計
画
跡
地
の
早
期
活

用
等
、
企
業
誘
致
を
踏
ま

え
た
有
効
活
用
に
期
待
が

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
地
方
自
治
体
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
自
治
体

そ
の
も
の
の
存
続
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
長
は
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

特
に
町
有
地
の
有
効
活

用
を
図
り
、
企
業
誘
致
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
が
、
ス
ー
パ
ー
の
進
出

に
つ
い
て
は
、
も
う
そ
ろ

そ
ろ
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
来
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町

が
直
売
所
を
設
置
し
て
民

間
に
経
営
を
お
願
い
す
る

よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
お

り
、
具
体
的
な
調
査
・
検

討
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
れ
に
は
国
と
県
の
パ

イ
プ
も
強
く
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

何
で
も
相
談
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
作
っ
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

今
後
は
「
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
」
と
い
う
言
葉
を
よ

り
意
識
し
な
が
ら
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

路
肩
部
の
除
草
に
つ
い

て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
年
間
を
通
じ
て

委
託
し
て
お
り
、
突
発
的

な
状
況
に
つ
い
て
は
、
美

化
作
業
員
等
で
対
応
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

区
画
線
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
毎

年
区
画
線
の
設
置
の
更
新

を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年

度
は
、
幹
線
道
路
の
３
路

線
に
お
い
て
、
約
５
㎞
の

区
画
線
を
更
新
し
ま
し

た
。区

画
線
は
、
安
全
な
通

行
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
明
瞭
化
を

図
り
、
安
全
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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宮﨑裕一 議員

国道・県道の除草について
年２回の除草を実施

国
道
・
県
道
で

の
除
草
作
業
に
つ

い
て
、
町
は
、
ど
の
様
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

広
報
に
、
路
上

張
り
出
し
の
伐
採

に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
と

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。高

齢
化
の
中
で
伐
採
作

業
は
、
非
常
に
困
難
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

今
後
に
農
地
の

耕
作
放
棄
地
の
拡

大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
有

効
な
事
業
だ
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
利
用
状
況
、

登
録
者
数
等
の
状
況
を
伺

い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
の
長
期
化
や
急

激
な
円
安
に
よ
り
肥
料
・

飼
料
・
燃
油
な
ど
高
止
ま

り
状
況
が
続
き
、
営
農
継

続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
に

あ
り
ま
す
。

生
産
資
材
費
の
高
騰
対

策
と
し
て
、
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
農
業
者
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

学
校
の
働
き
方

改
革
と
し
て
、
本

町
で
は
部
活
指
導
員
の
活

用
や
外
部
人
材
の
参
画
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

肥
料
価
格
高
騰
対
策

に
つ
い
て

部
活
動
指
導
員
制
度

の
活
用
は

電
線
に
架
か
る

樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て

農
地
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の

ア
ク
セ
ス
状
況
に
つ
い
て

活
用
を
図
り
、
農
地
課

題
解
決
に
つ
な
げ
た
い

検
討
を
進
め
て
い
き

た
い

近
隣
市
町
村
の
動
向

を
勘
案
し
検
討

教
育
長

教
育
長

建
設
環
境
課
長

建
設
環
境
課
長

建
設
環
境
課
長

建
設
環
境
課
長

農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

町
内
を
通
る
国
道

４
０
９
号
ほ
か
６
路
線
を

管
理
し
て
い
る
の
は
千
葉

県
の
長
生
土
木
事
務
所
で

あ
り
、
上
・
下
半
期
に
分

け
、
年
２
回
の
除
草
作
業

を
実
施
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
地
元
等
か
ら

除
草
の
要
望
等
が
あ
っ
た

場
合
、
長
生
土
木
事
務
所

へ
連
絡
を
し
て
、
行
っ
て

頂
け
る
よ
う
要
求
を
し
て

い
ま
す
。

境
界
線
を
越
え
て
他
に

支
障
を
及
ぼ
す
樹
木
等
に

つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者

の
所
有
物
と
な
り
ま
す
の

で
、
所
有
者
の
責
任
で
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
高
齢
化
等
に
よ

り
作
業
が
危
険
な
伐
採
作

業
に
つ
な
が
る
場
合
に

は
、
費
用
は
か
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
専
門
業
者
に

令
和
４
年
７
月
よ
り
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
シ
ス
テ

ム
を
公
開
し
ま
し
た
。

農
地
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
農
業
振
興
地
域
内
に

あ
る
な
ど
一
定
の
条
件
を

満
た
す
農
地
で
あ
れ
ば
、

中
間
管
理
機
構
へ
取
り
次

ぎ
集
積
へ
と
繋
げ
ら
れ
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
用
地

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

土
日
の
部
活
動
に
つ
い

て
、
地
域
移
行
を
進
め
、

結
果
を
見
て
平
日
の
部
活

動
を
ど
う
す
る
か
検
討
し

て
い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
活
動
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
言
う
部

分
を
含
め
て
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
交
付
金
等
の
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
同
種
の
施
策
と

所
有
者
の
責
任
で

適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
た
い

委
託
す
る
な
ど
を
お
勧
め

し
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す

る
事
に
よ
り
、
町
内
の
農

業
者
や
企
業
に
情
報
提
供

を
し
て
遊
休
農
地
の
解
消

に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

１
日
平
均
し
て
70
件
程
度

の
ア
ク
セ
ス
状
況
で
あ
り

ま
す
。

の
関
連
、
ま
た
近
隣
市
町

村
の
動
向
を
勘
案
し
検
討

し
ま
す
。
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加藤喜男

町や教育委員会の
後援や共催は

要綱を整備し対応している

旧
統
一
教
会
の

よ
う
な
団
体
に
町

が
後
援
や
共
催
を
す
れ

ば
、
町
の
お
墨
付
き
を
得

た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

団
体
の
信
用
度
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

町
や
教
育
委
員
会
の
共

催
な
ど
最
近
の
状
況
を
お

伺
い
し
ま
す
。

輸
入
小
麦
に
つ

い
て
は
、
価
格
が

上
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
日
本
人
は
米
を
食
べ

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
わ

け
で
、
米
粉
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
町
が
製
粉
機
を

買
っ
て
も
い
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が

買
っ
た
製
粉
機
に
対
し
、

町
が
補
助
す
る
な
ど
、
製

粉
機
の
関
係
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。

問

問

町
以
外
の
者
が
行
う
行

事
に
つ
い
て
、
共
催
や
後

援
及
び
協
賛
す
る
こ
と

は
、
町
民
主
体
の
地
域
づ

く
り
が
促
進
さ
れ
、
地
域

住
民
の
連
帯
感
や
地
域
力

の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

町
で
は
令
和
４
年
４
月 議員加藤喜男

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

町
に
米
粉
の
製
粉
機
を

ま
ず
は
調
査
研
究
を

▶
製
粉
機
（
Ｊ
Ａ
長
生
）

に「
長
南
町
行
事
の
共
催
、

後
援
及
び
協
賛
に
関
す
る

要
綱
」
を
整
備
し
、
各
種

行
事
の
主
催
者
の
申
請
に

基
づ
き
、
行
事
の
内
容
を

確
認
、
ま
た
精
査
を
す
る

中
で
、
現
在
共
催
や
後
援

及
び
協
賛
の
い
ず
れ
か
の

形
式
で
、
支
援
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

最
近
の
町
の
後
援
と
し

て
は
、
ほ
ぼ
道
の
駅
ち
ょ

う
な
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主

催
の
「
第
２
回
長
南
つ
な

ぐ
市
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

教
育
委
員
会
部
局
の
共

催
等
の
状
況
は
、
他
町
村

の
教
育
委
員
会
や
協
議

会
、
研
究
会
や
発
表
会
な

ど
か
ら
の
申
請
を
受
け
て

後
援
を
行
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

件
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
４
年
度
は
現
在

ま
で
６
件
、
令
和
３
年
度

は
７
件
、
令
和
２
年
度
は

３
件
と
い
う
状
況
で
す
。

米
粉
の
製
造
は
、
食
品

加
工
に
当
た
り
保
健
所
へ

の
許
可
ま
た
は
届
出
が
必

要
で
す
。
町
の
改
善
セ
ン

タ
ー
は
、
み
そ
製
造
業
の

許
可
を
得
て
い
ま
す
が
、

同
所
で
の
製
粉
製
造
は
、

保
健
所
の
関
係
で
厳
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
長
生
で
は

誰
で
も
米
粉
の
製
粉
が
で

き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
・
有
料
）

近
年
、
小
麦
ア
レ
ル

ギ
ー
の
方
も
い
る
こ
と
か

ら
米
粉
パ
ン
な
ど
、
米
粉

の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
米
粉
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
も
多
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
直
売
場

や
カ
フ
ェ
、
営
農
組
合
等

が
米
粉
の
加
工
及
び
販
売

を
手
が
け
て
い
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。 産

業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

家
庭
用
製
粉
機
等
に
補

助
金
を
出
し
て
は
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
お
米
を
炊

く
だ
け
で
は
な
く
て
、
パ

ン
や
麺
、
天
ぷ
ら
粉
な
ど

に
家
庭
で
利
用
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
米
の
拡
大
消

費
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
調
査

研
究
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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和田和夫 議員

子どもと遊べる
公園の整備を

野見金公園に遊具などを設置します

公
園
は
、
親
し

み
や
す
く
愛
着
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
に
な
り
ま
す
。

親
と
子
ど
も
が
一
緒
に
遊

べ
る
公
園
の
整
備
を
す
る

考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

町
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
数
に
つ
い
て
、
７
月

は
１
６
０
人
、
８
月
は

２
６
９
人
と
感
染
し
、
な

か
で
も
10
歳
未
満
や
10
代

が
４
分
の
１
を
占
め
て
い

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

す
る
人
が
接
種
で
き
る
よ

う
、
国
に
対
し
て
要
望
す

る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
在

宅
が
増
え
、
電
気

代
が
高
騰
し
て
い
る
の

で
、
生
活
困
窮
者
に
電
気

代
の
支
援
を
行
う
考
え
が

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る

個
人
事
業
者
は
、
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
も
休
業
補

償
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国

各
地
で
個
人
事
業
主
に
も

傷
病
見
舞
金
の
制
度
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本

町
も
制
度
を
つ
く
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

国
は
肥
料
価
格

の
上
昇
を
受
け
、

農
産
品
全
般
の
生
産
コ
ス

ト
１
割
削
減
を
目
指
し
、

化
学
肥
料
の
２
割
低
減
の

取
組
を
行
い
、
農
業
者
の

肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
の
７

割
を
補
塡
す
る
支
援
金
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
本
町

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

コ
ロ
ナ
交
付
金
を
活
用

し
て
、
野
見
金
公
園
に
新

た
に
遊
具
な
ど
を
設
置
し

ま
す
。

ま
た
、
長
南
集
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
に
魅
力
が
高
ま
り
、
多

く
の
方
が
集
え
る
公
園
的

な
位
置
づ
け
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
は
、
１
回

目
、
２
回
目
の
初
回
接
種

を
完
了
し
た
12
歳
以
上
の

全
て
の
者
を
対
象
と
し

て
、
接
種
体
制
の
準
備
を

進
め
る
よ
う
国
か
ら
通
達

が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
長
生
郡
市
の

市
町
村
及
び
地
区
医
師
会

と
連
携
を
図
り
、
接
種
を

非
課
税
世
帯
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
と
し

て
、
１
世
帯
当
た
り
10
万

円
を
給
付
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
中
に
電
気
代
も
含
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
国
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
対
し
、
現
金

現
在
、
国
民
健
康
保
険

の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い

こ
と
か
ら
、
独
自
の
支
給

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

国
の
新
た
な
財
政
支
援

が
あ
っ
た
場
合
に
は
検
討

し
ま
す
。

国
も
肥
料
低
減
を
前
提

と
し
た
支
援
の
動
き
が
あ

り
ま
す
が
、
県
か
ら
は
具

体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。　

独
自
の
支
援
策
は
、国・

県
の
動
向
、
近
隣
の
市
町

村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
に

電
気
代
の
支
援
を

国
保
の
傷
病
見
舞
金

制
度
に
つ
い
て

農
家
の
肥
料
に
対
す
る

援
助
に
つ
い
て

臨
時
特
別
給
付
金
と

し
て
給
付

独
自
の
支
給
制
度
は

考
え
て
い
な
い

近
隣
市
町
村
の

動
向
を
み
て

12
歳
以
上
を
対
象
に
準
備

農
地
保
全
課
長

農
地
保
全
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

希
望
さ
れ
る
方
々
が
１
日

で
も
早
く
接
種
が
で
き
る

体
制
を
整
え
、
速
や
か
に

実
施
す
る
考
え
で
す
。

給
付
す
る
方
向
で
調
整
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
の
国
の
動
向
に
注
視
し

て
対
応
し
ま
す
。
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産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

主
要
道
路
沿
い
か
ら

町
内
の
山
林
に

見
ら
れ
る
、「
ナ

ラ
枯
れ
」
の
対
策
と
他
町

村
で
は
使
わ
れ
始
め
た
森

林
環
境
譲
与
税
の
使
用
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

加藤喜男

高齢化社会の充実に向けた
施策について

交流人口の増加にも取り組む

地
域
や
集
落
に

よ
っ
て
は
限
界
集

落
に
近
づ
い
て
き
た
と
こ

ろ
も
あ
る
状
況
下
の
『
高

齢
化
社
会
の
充
実
に
向
け

た
施
策
の
実
施
』
に
つ
い

て
何
点
か
伺
い
ま
す
。

①
高
齢
者
の
方
が
シ
ニ

ア
カ
ー
を
購
入
す
る
場
合

（
レ
ン
タ
ル
含
）
に
一
定

の
補
助
は
出
せ
な
い
か
。

②
高
齢
者
の
在
宅
生
活

支
援
の
充
実
と
し
て
、
在

宅
整
備
の
シ
ル
バ
ー
利
用

に
助
成
は
で
き
な
い
か
、

ま
た
、
買
物
サ
ー
ビ
ス
を

週
１
回
程
度
に
増
や
せ
な

い
か
。

③
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
の
強
化
や
そ
れ
に
繋
が

る
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

問

①
購
入
し
た
際
の
補
助

制
度
（
介
護
保
険
の
対
象

者
以
外
）
に
つ
い
て
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
運

転
免
許
返
納
者
や
生
活
上

に
必
要
な
部
分
に
つ
い
て

は
関
係
課
と
協
議
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

②
在
宅
支
援
の
シ
ル

バ
ー
利
用
の
助
成
は
先
進

自
治
体
の
導
入
状
況
を
参

考
に
検
討
し
ま
す
。
買
い

物
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
展
開
と
し
て

月
１
回
か
ら
月
２
回
に
拡

大
で
き
る
よ
う
に
努
め
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。（
社

会
福
祉
協
議
会
実
施
）

③
見
守
り
協
定
13
社
の

他
に
ア
ル
ソ
ッ
ク
が
24
時

間
見
守
り
に
参
加
し
て
く

れ
る
予
定
で
す
。（
令
和

議員森川剛典

森
林
の
環
境
保
全
に

つ
い
て

福
祉
課
長

福
祉
課
長

ナラ枯れを起こす虫

④
活
動
的
な
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
が
い
る
町
と
し

て
、
認
知
症
な
ど
の
予
防

施
策
や
そ
の
拠
点
整
備
は

で
き
な
い
か
。

３
年
度
は
14
件
の
連
絡
あ

り
）
ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
は
社
会
福
祉
協
議
会
実

施
の
月
１
回
以
外
は
４
社

ほ
ど
参
入
さ
れ
て
い
ま

す
。④

認
知
症
学
習
会
、
認

知
症
予
防
講
座
、
広
報
の

認
知
症
見
立
て
塾
、
お

し
ゃ
べ
り
茶
会
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
が
、
拠
点
整
備
に
つ
い

て
は
、
現
在
町
で
取
り
組

ん
で
い
る
、
認
知
症
総
合

事
業
や
健
康
保
険
課
と
連

携
し
て
行
う
、
フ
レ
イ
ル

予
防
事
業
に
絡
め
る
こ
と

で
何
ら
か
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

高
齢
者
の
問
題
は
多
種

多
様
で
あ
り
ま
す
が
、
誰

も
が
元
気
で
暮
ら
せ
る
町

に
す
る
た
め
に
も
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
や
民
間
業

者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
と
も
高
齢
者
福

ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て

は
、
県
対
策
協
議
会
と
情

報
共
有
を
図
り
つ
つ
被
害

拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
有
効

的
な
対
策
を
模
索
し
て
い

る
段
階
で
す
。

森
林
環
境
贈
与
税
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
主
要
道
路

沿
い
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

影
響
が
な
い
よ
う
に
図

り
、
そ
の
後
に
民
有
林
の

間
伐
等
へ
の
森
林
整
備
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

町
　
長

町
　
長

祉
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

す
。ま

た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害

に
も
充
て
ら
れ
る
こ
と
か

ら
対
策
事
業
の
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

▶
ナ
ラ
枯
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
（
愛
知
県
HP
よ
り
）

▶
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

　
（
愛
知
県
HP
よ
り
）
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企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

用
語
解
説

シ
ビ
ッ
ク
プ
（
※
１
）

ラ
イ
ド

ま
ち
へ
の
「
誇
り
・
愛

着
」
を
持
ち
、
ま
ち
の
た

め
に
自
ら
関
わ
っ
て
行
こ

う
と
す
る
、
気
持
ち
の
こ

とオ

（
※
２
）

ン
ラ
イ
ン

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋

が
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と

住
民
参（

※
３
）画

住
民
の
視
点
を
い
か
し

た
政
策
を
行
う
た
め
に
、

計
画
立
案
・
意
思
決
定
に

お
い
て
、
住
民
と
の
意
見

交
換
、
合
意
形
成
を
行
う

こ
と

オ

（
※
２
）

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
住

民
参（

※
３
）画を
採
用
す
べ
き

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

育
成
方
法
は

職
員
の
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
向
上
に
取
り

組
む
べ
き

全
職
員
が
一
丸
と
な

り
取
り
組
む

配
慮
し
て
い
き
た
い

気
持
ち
の
醸
成
に
努
め
る

総
務
課
長

総
務
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

岩瀬康陽 議員

シビックプライドの
育成に取り組むべき
積極的に取り組む必要がある

今
後
、
町
は
人

口
減
少
等
が
益
々

進
展
し
て
、
行
政
機
能
の

低
下
や
地
域
経
済
の
衰
退

等
の
課
題
山
積
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
町
と
住
民

の
共
同
に
よ
る
「
住
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
に
、
住
民
の

「
シ
ビ
ッ
ク
プ

（
※
１
）

ラ
イ
ド
」

の
育
成
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
し
ょ
う
か
。

町
は
、
住
民
の

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
」
の
育
成
を
、
ど
の

よ
う
な
方
法
・
手
法
で
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

職
員
の
町
へ
の

愛
情
を
更
に
高
め

て
、
職
員
が
自
ら
積
極
的

に
住
民
と
協
働
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
職
員
の
「
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
」の
向
上
に
、

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
住
民

と
協
働
で
進
め
て
行
く
に

は
、
今
ま
で
以
上
に
、
若

者
を
始
め
と
し
た
多
く
の

住
民
の
意
見
や
考
え
を
、

計
画
・
施
策
に
反
映
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
時
間

と
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
、
住

民
参
画
の
手
法
を
採
用
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

問

問

問

問

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

の
一
つ
と
し
て
、
小
・
中

学
生
の
頃
に
、
町
の
良
さ

を
教
え
る
「
ふ
る
さ
と
の

若
い
方
な
ど
に
、
町
の

伝
統
や
文
化
等
の
良
さ
を

選
ん
で
、
移
住
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
当
た
り
前
に
享
受

し
て
い
た
町
の
良
さ
を
、

再
確
認
し
て
も
ら
い
ま

す
。

町
の
目
指
す
べ
き
職
員

像
は
、「
長
南
を
愛
し
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
、
自
ら

考
え
行
動
す
る
職
員
」
で

若
者
な
ど
が
ま
ち
づ
く

り
を
自
由
に
語
り
合
え

る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
の

郷
育
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

し
か
し
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
、
町
に
愛
着
や

誇
り
を
持
ち
続
け
て
も
ら

う
た
め
、
今
後
、
更
に
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
へ
の
誇
り

や
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

い
、
町
の
た
め
に
自
ら
関

わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気

持
ち
の
醸
成
に
、
努
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

す
。
こ
の
目
指
す
べ
き
職

員
像
を
念
頭
に
置
き
、
全

庁
上
げ
て
全
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
チ
ー
ム
長
南
で

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

会
議
等
を
検
討
し
て
行
き

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

住
民
の
課
題
解
決
に
向
け

た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
画

に
つ
い
て
は
、
時
代
の
要

請
に
応
じ
た
形
で
進
め
て

行
く
こ
と
を
、
配
慮
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は

参
加
し
た
主
な
行
事

【
8
月
】

　
25
日　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合　
定
例
会

　
　
　
　
（
松
野
議
長
、
御
園
生
議
員
）

　
26
日　
議
会
運
営
委
員
会

【
9
月
】

　
2
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
6
日　
第
３
回
定
例
会
（
～
13
日
）

　
　
　
　
各
常
任
委
員
会

　
8
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
25
日　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
　
　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
御
園
生
議
員
）

【
10
月
】

　
3
日　
長
生
郡
市
議
員
会　
第
１
回
地
区
交
流
会

　
7
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会
（
松
野
議
長
）

　
21
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
24
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
（
和
田
議
員
）

○議員・職員・傍聴人のマスク着用
○アルコール消毒液の設置
○換気の励行

○議員・職員・傍聴人の検温の実施
○飛沫防止用のアクリルパーテーションの設置
○共用部分のアルコール消毒の強化

新型コロナウイルスにおける
感染予防対策をしております。



　長南町の防災情報やテレビ等のメディア情報、イベ
ント情報、議会の開催日程などを即時にお届けするこ
とができる、長南町の公式LINEアカウントを開設して
おります！
　右記のQRコードを読み
取っていただき、ぜひ「友だ
ち登録」をお願いします。

町ホームページに定例議会等の会議録を公開しています。
ホームページアドレス⇨ https://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/　（過去の議会報もご覧いただけます。）

長南町議会広報特別委員会

発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　宮　﨑　裕　一
副委員長　　森　川　剛　典
委 員　　加　藤　喜　男

同 　　和　田　和　夫
同 　　岩　瀬　康　陽

鶴鶴つ
る
お
か

つ
る
お
か岡岡　　

美美み
さ
き

み
さ
き咲咲  

さ
ん
さ
ん

戸戸と
え
だ

と
え
だ枝枝　　

佑佑ゆ

み

ゆ

み美美  

さ
ん
さ
ん 若い力

ちょうなんの

の
び
の
び
過
ご
せ
る
町

の
び
の
び
過
ご
せ
る
町

時
代
に
合
っ
た
新
た
な
発
展
を
願
っ
て

時
代
に
合
っ
た
新
た
な
発
展
を
願
っ
て

私
は
長
南
町
に
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。
朝
は
鳥
の

さ
え
ず
り
で
目
が
覚
め
、

夜
は
満
天
の
星
空
を
見
な

が
ら
眠
り
ま
す
。
慌
た
だ

し
い
毎
日
の
中
で
唯
一
、

ほ
っ
と
で
き
る
瞬
間
で

す
。
こ
の
町
だ
か
ら
こ
そ

感
じ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
当

た
り
前
の
幸
せ
。
今
は
身

に
染
み
て
感
じ
ま
す
。

親
と
な
り
、
子
ど
も
と

過
ご
す
中
で
、
私
が
幼
い

頃
に
知
り
得
な
か
っ
た
町

の
良
さ
に
気
付
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
山
内
地
区

私
は
、長
南
町
で
育
ち
、

現
在
も
子
供
と
共
に
住
ん

で
い
ま
す
。
小
中
学
生
の

と
き
に
は
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
親
に
な
っ
て
初

め
て
子
供
を
安
心
し
て
育

て
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

町
に
は
遊
具
や
公
園
は

少
な
く
、
移
動
手
段
は
主

に
車
で
す
が
、
す
ぐ
そ
ば

に
は
自
然
が
広
が
っ
て
お

り
、
地
域
の
見
守
り
や
助

け
合
い
が
あ
る
お
か
げ

で
、
子
供
も
人
と
の
関
わ

り
に
抵
抗
が
な
く
、
の
び

で
の
ホ
タ
ル
観
賞
は
、
我

が
家
の
夏
の
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
医
療
費
や
各
種
予
防
接

種
の
助
成
は
、
他
市
町
村

に
住
む
マ
マ
友
に
も
羨
ま

し
が
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

「
今
か
ら
で
も
、
ぜ
ひ
長

南
町
へ
」
と
、
さ
り
げ
な

い
町
ア
ピ
ー
ル
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

こ
の
町
の
古
き
良
き
も

の
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た

な
時
代
に
合
っ
た
発
展
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

の
び
と
成
長
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
子
供
や
親
に
対

し
て
の
支
援
も
あ
り
、
保

育
所
も
受
け
入
れ
が
早

く
、
仕
事
も
し
や
す
い
の

で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

「
老
後
は
田
舎
で
の
ん

び
り
」
と
い
う
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
長
南
町

は
子
育
て
時
期
に
こ
そ
、

『
の
び
の
び
』
と
過
ご
す

の
に
お
す
す
め
で
き
る
場

所
で
す
。

議会を傍聴して
みませんか？

めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。
　新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、人数制
限する場合があります。

次回の定例議会は、
12月7日㈬から
開会の予定です。

新
型
コ
ロ
ナ
の
水
際
対
策

が
緩
和
さ
れ
、
個
人
旅
行
が

自
由
と
な
り
ま
し
た
。
日
常

へ
の
回
帰
が
実
感
で
き
る
日

が
、
よ
う
や
く
訪
れ
ま
し
た
。

台
風
・
豪
雨
被
害
、
そ
し
て

コ
ロ
ナ
か
ら
の
復
興
を
目
指

す
県
内
か
ら
は
期
待
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
向
け
旅
行
支

援
事
業
も
始
ま
り
、
更
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
旅
の
効
用
は
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
脳

の
活
性
化
・
体
調
不
良
の
改

善
・
睡
眠
ト
ラ
ブ
ル
改
善
な

ど
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
そ

う
で
す
。

広
葉
樹
が
多
く
「
紅
葉
が

世
界
一
美
し
い
国
」
と
言
わ

れ
、
色
と
り
ど
り
の
美
観
が

迎
え
る
季
節
、
き
っ
と
、
た
っ

ぷ
り
と
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

事
で
し
ょ
う
。�

（
宮
㟢
裕
一
）

編
集
の
あ
と
で

LINE 通知イメージ

長南町
公式 LINE


